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六
月
一
三
日
、
港
区
・
全
国
生
衛
会
館
に
於
い
て
、

東
京
地
本
主
催
「
全
事
件
弁
護
団
、
各
地
区
本
部
・

支
部
、
法
対
部
長
会
議
」
が
開
催
さ
れ
た
。

　

今
回
の
「
全
事
件
弁
護
団
会
議
」
は
、
本
年
三

月
二
七
日
に
中
央
労
働
委
員
会
の
場
で
Ｊ
Ｒ
貨
物

会
社
と
の
七
事
件
に
つ
い
て
一
括
和
解
が
成
立
し

た
も
と
で
、
今
後
の
貨
物
職
場
で
の
和
解
の
趣
旨

を
生
か
し
た
取
り
組
み
の
強
化
に
向
け
た
意
思
統

一
、一
昨
年
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
会
社
と
の
包
括
和
解
以

降
の
今
日
ま
で
の
職
場
に
お
け
る
差
別
是
正
の
取

り
組
み
、
組
織
の
強
化
・
拡
大
の
取
り
組
み
な
ど
、

弁
護
団
と
討
論
を
深
め
今
後
の
職
場
活
動
に
生
か

す
会
議
と
位
置
づ
け
開
催
さ
れ
た
。

　

弁
護
団
会
議
の
前
段
と
し
て
、
各
地
区
本
部
・
支

部
代
表
、
法
対
部
長
の
参
加
を
い
た
だ
き
、
常
盤

教
宣
部
長
の
司
会
で
始
ま
り
、
鴨
田
哲
郎
弁
護
士

を
講
師
に
迎
え
、
昨
年
の
通
常
国
会
で
成
立
し
今

年
の
三
月
よ
り
施
行
さ
れ
て
い
る
『
労
働
契
約
法
』

に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催
し
た
。
講
演
で
は
「
①

成
立
し
た
労
働
契
約
法
に
は
、
置
か
れ
て
い
る
状
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労 
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大
胆
に
訴
え
よ
う

今
後
の
裁
判
日
程

◎　

採
用
差
別
国
労
訴
訟

第
六
回　

八
月
一
日
（
金
）
一
一
時
〜

　
　

※　

九
月
三
日
（
水
）
一
一
時
〜
進
行
協
議

第
七
回
一
〇
月
一
五
日
（
水
）
一
三
時
一
五
分

第
八
回
一
二
月
一
七
日
（
水
）
一
三
時
一
五
分

第
九
回
〇
九
年
三
月
四
日
（
水
）
一
三
時
一
五
分

◎　

採
用
差
別
横
浜
人
活
訴
訟

第
八
回
七
月
一
日
一
六
時
三
〇
分　

横
浜
地
裁　

    

証
人
採
否
の
決
定
予
定

◎　

他
の
訴
訟
の
動
向

　

一　

鉄
建
公
団
訴
訟

　

   

東
京
高
裁
（
第
一
七
民
事
部
）
七
月
一
四
日

　

        

嶋
田
尋
問

　

二　

全
動
労
訴
訟

　
　

東
京
高
裁
（
第
二
四
民
事
部
）

　

三　

鉄
道
運
輸
機
構
訴
訟

　
　

東
京
高
裁
（
第
一
四
民
事
部
）

況
で
使
え
る
法
律
で
も
あ
り
、
使
い
方
の
検
討
が

必
要
、
②
労
働
契
約
の
原
則
、
就
業
規
則
と
の
関
係
、

③
有
期
契
約
に
つ
い
て
、④
施
行
さ
れ
た
『
法
』
は
、

不
十
分
で
あ
り
改
正
に
向
け
、
継
続
的
に
要
求
し

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。」
と
強
調
さ
れ

講
演
を
終
了
し
た
。

　

学
習
会
終
了
後
の
「
全
事
件
弁
護
団
会
議
」
は
、

稲
荷
法
対
部
長
の
開
会
あ
い
さ
つ
で
始
ま
り
、
座

長
に
弁
護
団
よ
り
宮
里
邦
雄
弁
護
士
に
お
願
い
し
、

主
催
者
を
代
表
し
て
石
上
地
本
執
行
委
員
長
の
あ

い
さ
つ
を
受
け
、
そ
の
後
、
弁
護
団
か
ら
の
報
告

に
移
り
、
福
田
護
弁
護
士
よ
り
採
用
差
別
国
労
訴

訟
、
横
浜
人
活
訴
訟
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て
、
①
国

労
訴
訟
に
つ
い
て
は
五
回
の
口
頭
弁
論
が
行
わ
れ
、

双
方
の
主
張
が
出
揃
っ
た
、
②
裁
判
長
よ
り
次
回

口
頭
弁
論
の
期
日
前
に
「
今
後
の
裁
判
に
つ
い
て

の
進
行
協
議
を
行
い
た
い
」
と
提
起
さ
れ
、
今
後

の
進
み
方
や
進
め
方
、
裁
判
所
の
考
え
方
が
出
さ

れ
て
く
る
、
③
横
浜
人
活
訴
訟
は
、
国
労
訴
訟
よ

り
先
行
し
て
お
り
、
次
回
証
人
の
採
否
の
決
定
以

降
証
人
尋
問
に
入
る
、
④
最
後
に
、
弁
護
団
と
し

て
勝
つ
た
め
に
最
大
限
努
力
を
し
て
い
く
と
の
決

意
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
高
木
一
彦
弁
護
士
よ
り
、
三
月
二
七
日

の
Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
と
の
一
括
和
解
に
つ
い
て
、
①

和
解
に
至
る
経
過
、
②
貨
物
職
場
の
組
合
員
が
和

　

一
九
八
六
年
一
二

月
に
発
足
し
た
『
財

団
法
人
鉄
道
総
合
技

術
研
究
所
』（
以
下

「
総
研
」
と
略
）
は

中
央
線
国
立
駅
北
口

に
あ
り
、
運
営
の
基

礎
は
Ｊ
Ｒ
旅
客
鉄
道

会
社
六
社
運
輸
収
入

の
〇
・
三
五
％
、
貨

物
会
社
運
輸
収
入
の

〇
・
〇
三
五
％
、
合
計
年
間
約
一
三
〇
億
円
。
職

員
は
約
五
三
〇
名
で
あ
り
、
車
両
・
土
木
・
電
気
・

情
報
・
材
料
・
環
境
・
人
間
科
学
な
ど
の
分
野
を

対
象
に
、
研
究
・
技
術
開
発
を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
る
。
最
近
で
は
気
象
庁
と
共
同
開
発
し

た
早
期
地
震
検
知
手
法
が
実
用
化
さ
れ
て
き
て
い

る
。

　

日
本
国
有
鉄
道
の
本
社
附
属
機
関
で
あ
っ
た

『
鉄
道
技
術
研
究
所
』
時
代
は
、
国
労
鉄
研
分
会

が
多
数
だ
っ
た
が
、
分
割
民
営
化
時
に
少
数
と
さ

せ
ら
れ
、
現
在
は
関
連
会
社
の
職
員
も
含
め
て
四

名
の
組
合
員
で
頑
張
っ
て
い
る
。

　

毎
月
一
回
は
全
員
が
集
ま
り
、
昼
食
を
共
に
し

な
が
ら
団
結
を
確
認
し
て
い
る
。

  
組
織
数
は
圧
倒
的
少
数
だ
が
、
団
体
交
渉
権
が

あ
り
、
組
合
の
掲
示
板
も
多
数
派
組
合
と
同
じ
大

き
さ
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
、
総
研
と
関
連
会
社

に
働
く
労
働
者
の
労
働
条
件
向
上
の
た
め
に
奮
闘

し
て
い
る
。
団
交
は
本
部
の
指
導
の
も
と
に
行
っ

て
い
る
。

　

総
研
で
も
二
〇
〇
七
年
度
か
ら
、
再
雇
用
制
度

が
は
じ
ま
っ
て
い
る
が
、
年
次
有
給
休
暇
は
連
続

し
な
い
扱
い
に
な
っ
て
い
た
。
国
労
は
旧
労
働
省

の
行
政
解
釈
な
ど
を
利
用
し
て
年
休
の
通
算
化
を

当
局
に
求
め
、
実
現
さ
せ
た
。
ま
た
派
遣
労
働
者

に
社
会
保
険
が
適
用
で
き
る
よ
う
、
派
遣
元
の
会

社
と
折
衝
な
ど
も
行
っ
て
き
た
。

　

解
決
す
べ
き
課
題
は
多
い
が
、
分
割
民
営
化
時

に
で
き
た
第
二
組
合
の
組
合
員
も
訴
え
る
、
サ
ー

ビ
ス
残
業
の
根
絶
、
五
五
歳
以
上
の
在
職
条
件
の

改
善
、
一
〇
年
以
上
も
働
い
て
い
る
派
遣
労
働
者

の
職
員
化
と
擬
装
請
負
根
絶
な
ど
を
焦
眉
の
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
が
総
研
に
お
け
る
国
労

の
旗
を
掲
げ
続
け
る
道
に
通
ず
る
と
考
え
て
い

る
。

少
数
な
が
ら
も

労
働
条
件
を
改
善

各
級
機
関
大
会
日
程

◎ 

第
七
六
回
定
期
全
国
大
会

　
　
　
　
　
　

七
月
三
〇
日
（
水
）
〜
三
一
日
（
木
）　

伊
東
・
ホ
テ
ル
聚
楽

◎ 

第
二
二
回
国
労
東
日
本
本
部
定
期
大
会

　
　
　
　
　
　

九
月
一
二
日
（
金
）
〜
一
三
日
（
土
）　

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
湯
河
原

解
内
容
に
つ
い
て
確
信
を
持
っ
て
行
く
の
が
重
要
、

③
和
解
で
組
織
拡
大
の
条
件
が
で
き
た
と
思
う
の

で
、
職
場
で
の
取
り
組
み
を
強
化
し
て
ほ
し
い
、
と

提
起
が
さ
れ
た
。

　

包
括
和
解
以
降
の
職
場
か
ら
の
報
告
に
つ
い
て
、

①
指
導
車
掌
事
件
を
品
川
車
掌
区
分
会
の
千
葉
分

会
長
よ
り
、
②
昇
進
差
別
事
件
は
、
大
井
工
場
支
部
・

大
平
委
員
長
か
ら
報
告
が
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
、
松
川
地
本
書
記
長
よ
り
①
貨
物
の
和

解
が
成
立
し
て
三
か
月
、
会
社
を
変
え
る
た
め
の

議
論
が
必
要
で
あ
る
。
②
和
解
を
生
か
し
、
組
織

拡
大
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
。
③
「
法
律
相
談
」

を
東
京
地
本
主
催
で
九
月
よ
り
定
例
開
催
し
て
い

く
、
と
の
ま
と
め
を
受
け
、
最
後
に
山
本
副
委
員
長

の
閉
会
あ
い
さ
つ
で
「
全
事
件
弁
護
団
会
議
」
を

終
了
し
た
。

マ
ル
枠
内
は
、
学
習
会
講
師
の
鴨
田
弁
護
士

鉄
道
総
合
技
術
研
究
所
全
景
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東
京
モ
ノ
レ
ー
ル
「
大
井
競
馬
場
駅
」
下
車

試
合
日
程

一
日
目　

開
会
式　
　

一
〇
：
〇
〇
〜
一
〇
：
三
〇

　
　
　
　

第
一
試
合　

一
一
：
〇
〇
〜
一
二
：
三
〇

　
　
　
　

第
二
試
合　

一
二
：
四
〇
〜
一
四
：
一
〇

　
　
　
　

第
三
試
合　

一
四
：
三
〇
〜
一
六
：
〇
〇

二
日
目　

準
決
勝  　

  

一
〇
：
〇
〇
〜

        

決
勝
・
三
決       

一
二
：
三
〇
〜

        

閉
会
式  　

         

一
四
：
三
〇
〜

※　

各
地
区
本
部
は
二
チ
ー
ム
、
各
支
部
は
一 

     

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
新
橋
支
部
は
準
備
支

     

部
と
な
る
た
め
恒
例
に
よ
り
二
チ
ー
ム
。

※　

選
手
宣
誓
は
新
幹
線
支
部
チ
ー
ム
。

と
な
っ
た
。

　

一
日
目
の
行
動
で
は
、
紹
介
議
員
と
し
て
ご
尽

力
い
た
だ
い
た
日
森
衆
議
院
議
員（
社
会
民
主
党
）

が
、
前
段
の
意
思
統
一
に
参
加
さ
れ
「
Ｊ
Ｒ
不
採

用
事
件
の
人
道
的
解
決
に
全
力
で
頑
張
る
」
と
激

励
を
受
け
た
。
一
日
目
は
新
橋
支
部
・
八
王
子
地

区
本
部
・
大
宮
地
区
本
部
、
二
日
目
は
上
野
支
部
・

自
動
車
支
部
・
神
奈
川
地
区
本
部
が
参
加
し
、
二

時
間
に
及
ぶ
要
請
を
行
っ
た
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
、
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の

政
治
的
解
決
に
向
か
う
一
助
と
な
る
よ
う
に
精
一

杯
、
衆
参
国
会
議
員
や
秘
書
に
訴
え
た
。　

六
・
二
〇
座
間
市

六
・
二
四
秦
野
市  
で
意
見
書
採
択

六・二
七
伊
勢
原
市

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
と
併
せ
て
、各
級
機
関
は
、

「
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
人
道
的
解
決
に
向
け
た
自

治
体
意
見
書
採
択
に
向
け
た
取
り
組
み
」
も
同
時

　

五
月
一
六
日
か
ら
一
八
日
、
第
三
一
回
五
・
一
五

平
和
行
進
が
行
わ
れ
、
国
労
本
部
派
遣
と
し
て
東

京
・
水
戸
・
盛
岡
・
新
幹
線
・
近
畿
な
ど
九
名
が
参
加
。

又
、
各
都
道
府
県
単
位
で
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
な

ど
か
ら
多
く
の
国
労
組
合
員
が
参
加
し
た
。

　

一
五
日
に
名
護
市
役
所
で
結
団
式
が
行
わ
れ
、

沖
縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
挨
拶
、
神
奈
川
・

岩
国
・
佐
世
保
か
ら
の
闘
争
報
告
、
タ
ス
キ
授
与

式
、
各
コ
ー
ス
決
意
表
明
が
行
わ
れ
た
。

　

一
日
目
、
辺
野
古
を
出
発
す
る
東
コ
ー
ス
に
参

加
。
出
発
式
で
上
江
洲
団
長
か
ら
は
「
辺
野
古
の

美
し
い
海
岸
は
基
地
を
作
る
為
に
今
ま
で
守
っ
て

き
た
の
で
は
な
い
。
生
き
る
為
に
お
じ
い
・
お

ば
あ
達
が
守
っ
て
き
た
。
キ
ャ
ン
プ
シ
ュ
ワ
プ
の

フ
ェ
ン
ス
に
か
け
ら
れ
た
全
国
か
ら
の
檄
を
見
て

一
層
そ
う
思
い
ま
す
」。
本
木
寛
本
土
代
表
（
全
水

道
）
か
ら
は
「
水
道
労
働
者
と
し
て
水
や
自
然
を

汚
す
事
に
怒
り
を
感
じ
る
。
自
然
を
壊
す
の
は
簡

単
。
水
を
守
る
事
は
大
変
」
と
の
挨
拶
の
あ
と
出

発
。
小
雨
の
中
、
沖
縄
東
海
岸
に
そ
っ
て
四
百
人

並
行
的
に
進
め
て
い
る
が
、
六
月
二
〇
日
神
奈
川

県
座
間
市
で
、
二
四
日
に
は
秦
野
市
で
、
二
七
日

に
は
伊
勢
原
市
で
も
初
め
て
決
議
が
採
択
さ
れ
た
。

が
行
進
。
昼
食
は
宜

野
座
村
役
場
。
村
長

か
ら
、
村
の
半
分
が

米
軍
基
地
に
な
っ
て

い
る
実
態
が
報
告
さ

れ
た
。
行
進
は
南
下

し
金
武
（
き
ん
）
町

に
入
り
キ
ャ
ン
プ
ハ

ン
セ
ン
の
ゲ
ー
ト
前

で
抗
議
集
会
。
そ
し

て
到
着
地
点
金
武
町

営
グ
ラ
ン
ド
へ
。
簡

単
に
到
着
式
を
行
い
一
八
ｋ
ｍ
を
歩
き
通
し
た
。

　

二
日
目
、
七
百
名
に
膨
れ
上
が
り
沖
縄
市
役
所

を
出
発
。
嘉
手
納
基
地
を
東
側
か
ら
北
側
へ
、
そ

し
て
西
側
へ
と
延
々
と
続
く
フ
ェ
ン
ス
に
沿
っ
て

行
進
。
途
中
Ｆ
一
五
戦
闘
機
が
爆
音
を
上
げ
て
離

陸
。
嘉
手
納
町
の
安
保
の
見
え
る
丘
で
抗
議
集

会
。
基
地
西
側
を
南
下
し
、
沖
縄
戦
で
米
軍
の
上

陸
地
点
だ
っ
た
北
谷
町
砂
辺
で
到
着
集
会
。
北
谷

町
長
か
ら
「
町
の
半
分
以
上
が
米
軍
基
地
。
住
民

の
三
割
が
米
軍
人
だ
が
住
民
登
録
も
し
て
な
い
。

自
動
車
税
も
減
免
。
車
庫
証
明
も
取
ら
な
い
。
迷

惑
で
し
か
な
い
」。
地
元
砂
辺
区
長
（
自
治
会
）

か
ら
「
お
も
い
や
り
予
算
が
結
果
的
に
砂
辺
区
民

の
首
を
絞
め
て
い
る
」
等
の
報
告
が
あ
り
、
連
日

右
翼
が
押
寄
せ
る
中
、
整
然
と
一
四
ｋ
ｍ
の
二
日

目
終
了
。

　

三
日
目
は
県
企
業
局
を
出
発
、
沖
縄
市
・
北
中

城
村
を
南
下
。
宜
野
湾
市
に
入
り
、
瑞
慶
覧
（
ず

け
ら
ん
）
基
地
、普
天
間
基
地
を
み
て
「
五
・
一
五

平
和
と
く
ら
し
を
守
る
県
民
大
会
」
会
場
の
宜
野

湾
市
海
浜
公
園
へ
向
か
い
一
二
ｋ
ｍ
を
歩
く
。

　

大
会
に
は
、
行
進
を
含
め
七
千
人
が
参
加
。
沖

縄
平
和
運
動
セ
ン
タ
ー
の
崎
山
議
長
か
ら
「
基
地

機
能
強
化
・
米
兵
に
よ
る
事
件
事
故
の
問
題
」
の

報
告
・
闘
い
の
決
意
や
、
宜
野
湾
市
長
、
韓
国
か

ら
の
参
加
者
な
ど
か
ら
発
言
が
あ
り
、
全
国
で
平

和
運
動
を
展
開
す
る
事
を
誓
い
閉
幕
し
た
。　

　

二
一
年
以
上
に
亘
る
困
難
な
生
活
を
こ
れ
以
上

放
置
し
て
良
い
わ
け
は
な
い
。
政
治
の
場
に
お
け

る
早
期
解
決
を
求
め
た
い
。

　

東
京
地
本
は
、

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件

の
政
治
的
解
決
に

向
け
六
月
二
日
と

三
日
に
分
か
れ

て
、
東
京
都
・
神

奈
川
県
・
埼
玉
県
・

栃
木
県
・
山
梨
県

の
、
東
京
地
本
管
内
関
東
地
区
選
出
の
衆
参
国
会

議
員
一
〇
九
名
に
対
し
て
「
政
府
が
早
期
解
決
を

図
る
よ
う
に
ご
尽
力
を
」
要
請
す
る
行
動
を
、
本

部
提
起
の
一
環
と
し
て
取
り
組
ん
だ
。

　

二
日
間
で
延
べ
六
〇
名
が
参
加
し
た
こ
の
行
動

は
、
従
前
か
ら
国
労
本
部
主
催
で
取
り
組
ま
れ
て

い
た
が
、
地
方
毎
に
、
よ
り
身
近
な
国
会
議
員
に

要
請
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
を
考
え
た
取
り
組
み

　

去
る
六
月
二
〇
日
、
第
三
六
回
国
労
東
京
委
員

長
杯
争
奪
軟
式
野
球
大
会
の
開
催
に
向
け
た
キ
ャ

プ
テ
ン
会
議
が
開
催
さ
れ
、
以
下
の
よ
う
に
決
定

し
た
の
で
、
全
組
合
員
に
周
知
徹
底
す
る
と
共
に
、

応
援
体
制
を
つ
く
り
、
一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
の

野
球
大
会
を
楽
し
も
う
！

開
催
日
時

　
　

八
月
一
一
日
（
月
）   

第
一
試
合
〜
第
三
試
合

      

九
月    

四
日
（
木
）  

決
勝
・
準
決
勝
、
三
位

                              

決
定
戦

　
　

九
月
一
八
日
（
木
）   

予
備
日

場
所　

  

大
井
ふ
頭
中
央
海
浜
公
園
・
大
井
ス
ポ

　
　
　
　

ー
ツ
セ
ン
タ
ー
野
球
場

日森衆議院議員

｝


